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相馬野馬追 重要無形⺠俗文化財指定
（⼀千有余年の歴史・伝統）

南相馬市

■ 南相馬市は、福島県の太平洋側、浜通り地方北部の拠点です。福島県いわき市と
宮城県仙台市のほぼ中間に位置しており、高速道路利用により仙台空港から約1時間
10分、東京からは約3時間です。

■ 人口は62,960人（平成28年12月末現在住民基本台帳人口）です。市民一人ひとり
が東日本大震災と原子力発電所の事故からの復興を実感できるよう取り組んでいます

■ 国が進めるイノベーション・コースト構想の中核施設「ロボットテストフィールド」を整備
し、ロボット産業の世界的な産業拠点を目指しています。

心ひとつに 世界に誇る 南相馬の再興を



１ 南相馬市のロボット政策
福島県浜通りの産業・雇⽤を回復するため、国が財源を確保し進めるイノベーショ
ン・コースト構想の中核施設である「ロボットテストフィールド」及び「国際産学官共
同利⽤施設」を南相⾺市復興⼯業団地に誘致が決定。

南相⾺市のロボット産業の振興を確実かつ効果的に進めるため、⾏政組織の⼀部
を⾒直し、経済部の商⼯労政課に「ロボット産業推進室」を設置。
加えて、東京⼤学淺間教授、東京⼤学佐藤教授、千葉⼤学野波教授にロボット
産業推進アドバイザーに就任いただく。

市内の教育機関、ロボット産業協議会、商工会議所・商工会、市議会等と連携し
ながらロボット産業推進の取り組みを強化。

ロボット関連企業・研究者とコレボレーションし、
メイドイン南相馬のロボットの誕生！
南相⾺市産ロボットのブランド確⽴！

「ロボットのまち 南相馬市」へ 2



２ ロボットテストフィールドの整備
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２ ロボットテストフィールドの整備
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３ ロボットテストフィールド隣接の⼯業⽤地の整備
復興⼯業団地の整備状況

総面積 ≒ 70.7ha（福島再⽣加速化交付⾦事業で整備）

760ｍ

840ｍ

464ｍ

1,327ｍ

ロボットテストフィールド整備予定地の
⻄側部分を⼯業⽤地として整備予定

総面積70.7ha

例えば、国の⽀援制度に加え、南相⾺市の企業⽴地助成制度を活⽤した場合
⇒土地・建物・設備を含め３億円の工場が1億円未満で整備可能に！！（2/3は補助）
※法⼈税・固定資産税等の⽀援制度もあります。 5



平成27年-平成29年度の約2年間で、のべ28事業者、86日間の
実証試験を実施していただきました。

４ ロボット実証区域の提供
福島県では、福島県浜通りロボット実証区域として、災害対応ロボットやインフラ点検用
ロボットの実証試験や操縦訓練の場として提供しています。
平成27年8月には、実証区域の第1号案件として、下太田工業団地において、マルチ
コプターを使⽤した搬送等試験が⾏われました。

高の倉ダム

馬事公苑

下太田工業団地での実証 横川ダム堤体での
ヒビ割れ検出実験
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５ ロボット実証区域の提供の例

橋 梁

ダム湖

橋 梁

ボートハウス

ダム堤体

トンネル

配電線

横川ダム ⼀例として、市内の横川ダムには、トンネ
ル・橋梁・配電線等、インフラ点検の実
証試験に必要な環境が整っています。
各社からのカスタマイズ・ご要望を伺いな
がら、適した実証区域をご案内いたしま
す。是非ご活用ください。

お気軽に
ご相談ください！

担当：福島
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お問い合わせは、
ロボット産業推進室まで
お願いします。

無人航空機（ドローン）・水中ロボットの
総合的な実証が可能です！！



６ 世界初の回転翼ドローン⻑距離荷物配送実証試験
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７ 複数事業者によるドローン運⾏管理デモの実施

９

平成29年3月16日、南相馬市小高区において、日本無⼈機運⾏管理コンソー
シアム（JUTM）が、無人航空機の安全運航を実現に向けた技術課題抽出のた
め、南相馬市・福島県と共催で大規模なデモンストレーションを実施しまし
た。この実験には、国内の大手企業を含む20の事業者が参加し、日本初の実
証試験として大きな注目を集め、300人を超える方が来場しました。

運航管理システムを開設する様⼦

写真：⽇本無⼈機運⾏管理コンソーシアムHPより

【参加事業者】 （順不同）
・⽇本郵便㈱
・ヤマト

ホールディングス㈱
・損害保険ジャパン

日本興亜㈱
・ヤマハ発動機㈱
・㈱テレビユー福島
・㈱エンルート
・㈱エンルートＭʻｓ
・ワタミ㈱
・OFF Line㈱
・テラドローン㈱
・㈱NTTドコモ
・ブルーイノベーション㈱
・ANAホールディングス㈱
・⽇⽴建機㈱
・㈱⽇⽴製作所
・㈱⽇⽴システムズ
・東京大学
・産業技術総合研究所
・情報通信研究機構
・宇宙航空研究開発機構



８ ロボットテストフィールドシンポジウムの開催
南相⾺市では、ロボット産業の集積及びロボットテストフィールドの利活⽤を推進するた
めのキックオフとして、平成28年6月12⽇に福島県、浪江町と共催で「ロボットテスト
フィールドシンポジウム」を開催し、19種類のロボットの展示やロボットのデモンストレーショ
ン、パネルディスカッションを実施しました。市内の工業高校生やものづくり企業・ロボット
関連企業など、約300名もの来場があり、盛大なシンポジウムとなりました。

シンポジウムロボットデモンストレーション
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９ 人材育成の取り組み 1
南相⾺市では、市⺠にロボットに親しんでもらうため、ロボット教育にも取り組んでいます。
平成28年9月28日には、市内の小学校で6年⽣の事業の⼀環として、福島県と共催
でドローン教室を開催し、80名の児童が参加しました。これまで15回にわたり市⺠などを
対象としたドローン教室・ドローンイベントを開催し、約1,000名がドローンの操作体験を
しました。

ドローンレース
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12写真：首相官邸HPほか

９ 人材育成の取り組み 2
平成29年4月8⽇、⼩⾼区内での⼩学校、中学校、⾼等学校の再開を記念して、
「ロボット・ドローン教室in小高」を開催し、約40名の児童・生徒が参加しました。
当日は、安倍内閣総理⼤⾂をはじめ、今村復興⼤⾂、内堀福島県知事もイベントに
訪れ、安倍総理には、ドローンやクローラーロボットの操作体験をしていただきました。

視察後の総理コメント
復興の未来は⼦供たちです。ここ南相⾺⼩⾼地区において、⼩
学校が再開し子供たちがドローンやロボットの操作を学んでいま
した。
2020年にはロボット競技の国際⼤会の⼀部が、この南相⾺で
開催されます。ロボットといえば南相馬といわれるようにしてい
きたいと思っています。



10交流⼈⼝拡⼤に向けた取組
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南相⾺市では、ロボットを通じた観光交流・スポーツのフロンティアそして交流⼈⼝拡⼤を
目的に、平成28年11月6日、福島県と共催で「ドローンインパクトチャレンジ福島県南
相馬市」を開催しました。当日は約2,000人が来場し、ドローン操作を楽しんだり、プロ
のドローンレーサーのテクニックに歓声をあげました。



11戦略的情報発信の取り組み
南相馬市では、全国のロボット関連企業・研究機関等に対して、当市がロボット産業発
展に向けて貢献する用意があることをお伝えすべく、平成28年10月12日に東京都にお
いて「ロボット産業セミナー」を開催しました。当⽇は、桜井市⻑から南相⾺市のロボット
政策について紹介した他、パネルディスカッションを⾏いました。また、⾼⽊経済産業副大
臣から、国はロボット産業を福島浜通り復興の柱にすべく支援をする等挨拶も頂戴しま
した。当日は、180名を超える来場があり、盛大なセミナーとなりました。
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12企業間交流促進に向けた取組 1
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南相⾺市では、地元企業と全国のロボット関連企業との交流等を⽬的に、平成28年
11月7日、ロボットテストフィールドでの実験実証を検討しているNEDO及びロボット関連
企業を南相馬に招待し、「NEDOプロジェクト活動発表会」を開催しました。当日は、約
100名の参加のもと、ロボットテストフィールドでの実証を想定したNEDOプロジェクト及び
各テーマの活動概要についての発表があるとともに、南相馬ロボット産業協議会が活動
状況について発表し、その後の技術交流会においてその交流を更に深めました。



12企業間交流促進に向けた取組 2
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平成29年2月27日、南相馬市内において、地元企業と新たなプロジェクトに取り組む企
業とのビジネス機会を創出するため、経済産業省と福島県の主催（市が後援）による
「ふくしまみらいビジネス交流会」が開催されました。地元でロボット製造している企業によ
るプレゼンテーションのほか、パネルディスカッション、ロボット開発の取り組みの展⽰等が⾏
われ、「ロボット」を新たなビジネスの契機にするため、企業間の交流が進展しました。



13販路拡⼤⽀援に向けた取組
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南相馬市では、首都圏の自治体と連携し、市内企業の販路拡⼤⽀援に努めています。
11⽉にはさいたま市で開催された産業交流展「BIZ SAITAMA さいたま市産業交流展
2016」に参加し、市内企業の技術⼒をアピールするとともに、ドイツのフリードリヒ・アレキサ
ンダー大学からの専門家も交えながら、首都圏の企業とIoTに関する情勢や南相馬ロ
ボット産業協議会の取り組みなどについて、情報交換を⾏いました。



14 ロボット国際大会（World Robot Summit）の開催
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平成28年12月、国は、ロボットの国際大会『World Robot Summit』（平成32年本
大会）の一部競技（インフラ・災害対応分野の競技）を福島県南相馬市（ロボットテス
トフィールド）で実施することを決定しました（メイン会場は愛知県名古屋市）。この機会
を捉え、本市と世界を繋げ、ロボットを通じた交流⼈⼝拡⼤に向けた取組を加速化させると
ともに、市内企業の技術⾰新、販路拡⼤に繋げるべく取組を展開します。

図：経済産業省プレスリリース発表資料より

ロボットテストフィールドで
一部開催

プラント・トンネルが必要な
インフラ・災害対応分野の
一部の競技が実施されます。



15 ロボットのまち南相馬へ
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南相馬市では、 「ロボットのまち南相馬」を実現すべく「南相馬ロボット振興ビジョン」の策
定に向けた手続きを進めています。
1 ロボット人材輩出のまち
ロボット関係者と市内企業、学生・児童等、商工会等を含めた地域のまちづくり機
関等が触れ合う機会を創出。

2 ロボット技術革新のまち
交流人材・企業のマッチング及び国・県が進めるロボット政策と連携を深め、国・県・
市の支援策を活用。

3 ロボット産業集積のまち
設計から製造、製品認証までを南相⾺で⾏い、「Made in Hamadori
Minamisoma」のロボットを世界に向けて発信。

4 ロボットベンチャー輩出のまち
クリエーターの創業をサポートする体制を整備するとともに、新しいものを受け入れる・
チャレンジする文化を醸成。

5 ⽇本の競争⼒の源泉、ロボット教育先進のまち
小・中学生からロボット等に触れ合う機会を創出。また、研究者・技術者・企業業
等による出張講座や大学等の研究機関と連携し、教育を活性化。

6 世界一ロボットの実証・チャレンジがしやすく、ロボット
が日常に溶け混んだまち

市内の各施設にロボット・先進技術を導入・活用するとともに、イノベーションを起こ
すべく取組を進める企業を支えるべく、市が県と連携し積極的な取組を実施。

７ ロボットを活用したツーリズム・スポーツのフロンティア
ロボット国際競技会、ドローンレース大会等のイベントの開催やアニメ・ゆるキャラ等
を活用した取組を進めるとともに、インフラを整備。

平成29年1月20日第193回国会
安倍内閣総理⼤⾂施政⽅針演説
南相馬では、町⼯場の若い後継者たち
が⼒を合わせ、災害時に⽔中調査を⾏う
ロボットを開発しました。その⼀⼈、⾦
型工場の二代目、渡邉光貴さんが、強い
決意を私に語ってくれました。
「南相馬が『ロボットの町』と言わ
れるよう、若い⼒で頑張る。」
原発事故により大きな被害を受けた

浜通り地域は、今、世界最先端の技術が
生まれる場所になろうとしています。

写真：首相官邸HPより



☆テストフィールド隣接⼯業⽤地への企業・研究機関の進出
☆各種ロボット実証区域のご相談・カスタマイズ
☆地元企業とのマッチング
などなど、上記に関するご相談・お問い合わせは、

南相⾺市は、全⼒でロボット産業を推進します！

南相馬市商工労政課ロボット産業推進室
電話 0244－24－5264
Mailsyokorosei@city.minamisoma.lg.jp
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